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「
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
」

明
治
四
十
四
年
十
月
一
日
ー
同
六
日
ま
で
、
府
立
大
阪
博
物
場

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
恢
徳
堂
展
に
際
し
て
発
刊
さ
れ
た
『
懐
徳

堂
展
覧
会
目
録
』
は
、
我
々
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
特
に
「
諸
家
出
陳
目
録
」
の
中
で
小
論
で
は
次
ぎ
の

問
題
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

一
、
中
井
竹
山
（
一
七
―
―

1
0
~
一
八

0
四
）
と
中
井
履
軒
(
-

七
三
ニ
ー
一
八
一
七
）
の
肖
像
画
に
つ
い
て

①
中
井
竹
山
の
肖
像
画

京
都
の
並
河
家
か
ら
「
一
、
竹
山
自
画
像
」
が
一
幅
出

品
さ
れ
、
光
本
誠
一
氏
か
ら
「
一
、
自
像
自
賛
」
一
幅
、

河
内
の
竹
村
久
三
郎
氏
か
ら
「
一
、
自
賛
画
像
藍
江

一
幅
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
四
年
の
時
点

『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

は
じ
め
に

の
課
題

(1) 

中
井
履
軒
の
肖
像
画

履
軒
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
、
「
懐
徳
堂
水
哉
館
遺
書

遺
物
出
陳
目
録
」
の
「
肖
像
類
」
に
記
載
さ
れ
た
「
履
軒

先
生
肖
像
伝
中
井
藍
江
筆
」
と
あ
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。

一
、
「
諸
家
出
陳
目
録
」
の
ニ
・
三
の
出
品
者
と
そ
の
出
品
物

に
つ
い
て

①
京
都
の
革
嶋
鋲
太
郎
氏
の
出
品
物

③
中
河
内
の
稲
垣
環
二
氏
の
出
品
物

③
中
河
内
の
竹
村
久
三
郎
氏
の
出
品
物

中
井
竹
山
の
肖
像
画

一
、
中
井
竹
山
と
同
履
軒
の
肖
像
画
に
つ
い
て

で
は
、
以
上

あ
る
。

③
 

上

の
竹
山
画
像
が
出
品
さ
れ
て
い
る
の
で

田

五

稼



『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

明
治
四
十
四
年
、
中
井
家
に
よ
っ
て
出
品
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
・

水
哉
館
遺
書
遺
物
出
陳
目
録
」
に
は
、
竹
山
の
画
像
は
な
か
っ

た
。
「
諸
家
出
陳
目
録
」
に
京
都
の
並
河
家
、
光
本
家
、
竹
村
家

の
三
点
だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
う
ち
で
「
中

井
藍
江
筆
」
と
画
家
名
を
明
記
し
て
あ
る
も
の
は
竹
村
家
の
も
の

だ
け
で
あ
っ
た
。
並
河
家
の
も
の
は
、
明
治
四
十
四
年
十
月
一

日
、
幸
田
成
友
氏
に
よ
っ
て
編
纂
発
行
さ
れ
た
『
懐
徳
堂
旧
記
』

の
冒
頭
の
口
絵
写
真
に
、
「
中
井
竹
山
肖
像
京
都
並
河
総
次
郎

氏
蔵
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
後
年
（
大
正
末
年
）
に
富
岡

鉄
斎
（
八
十
九
翁
）
が
、
こ
れ
を
懐
徳
堂
記
念
会
に
納
め
る
た
め

に
並
河
家
に
懇
望
し
、
替
わ
り
に
鉄
斎
が
模
写
し
て
贈
っ
た
こ
と

か
ら
、
現
在
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
竹
山
画
像
（
ニ
―
―

0
・
O
x
五
五
・
八
）
が
並
河
家
旧
蔵
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

か
る
。
だ
が
、
こ
の
画
像
の
右
下
隅
に
は
「
中
直
」
（
中
井
藍
江
）

の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
当
時
の
目
録
で
は
画
家
名

を
明
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
①
当
時
、
画
家
名
が
判
か

っ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
目
録
の
編
集
が
杜
撰
で
あ
っ
た
た
め
記

さ
れ
て
い
な
い
。
③
当
時
は
「
中
直
」
の
印
だ
け
で
は
画
家
の
推

定
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
以
上
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
確
か

に
、
竹
村
家
か
ら
の
出
品
物
に
は
「
自
賛
画
像
藍
江
筆
」
と
明
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
意
識
的
な
記
録
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時

は
こ
の
竹
村
家
の
竹
山
画
像
だ
け
が
中
井
藍
江
筆
と
し
て
み
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
竹
村
家
の

竹
山
画
像
に
関
し
て
の
記
録
が
そ
の
後
全
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。
後
述
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
竹
村
家
に
明
治
四
十
一
年
八

月
、
中
井
履
軒
賛
．
蔀
関
月
筆
採
蓮
図
を
模
写
す
べ
く
訪
ね
た
中

井
天
生
（
黄
裳
、
一
八
五
五
ー
一
九
四
三
）
氏
も
、
さ
す
が
に
竹

村
家
の
竹
山
画
像
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ど
う
し
た
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
甚
だ
不
可
解
な
問

題
で
あ
る
。

『
大
阪
市
民
博
物
館
報
』
第
八
号
（
大
正
十
三
年
刊
）
所
収
の

「
贈
位
郷
賢
事
績
展
覧
会
」
（
大
正
十
三
年
六
月
一
日
！
同
十
五

日
）
に
お
け
る
「
列
品
目
録
」
に
よ
る
と
、
竹
山
画
像
は
京
都
並

河
家
の
も
の
と
、
大
阪
市
西
区
の
生
谷
卯
兵
衛
氏
の
二
点
だ
け
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
生
谷
卯
兵
衛
氏
所
蔵
の
竹
山
画
像

が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
そ
れ
以
上
の
記
録
が
残
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
懐
徳
』
四
十
一
号
所
収
の
羽
倉

敬
尚
氏
に
よ
る
「
懐
徳
堂
回
顧
展
」
は
、
戦
後
の
昭
和
三
十
年
九

月
二
十
七
日

l
同
十
月
二
日
ま
で
大
阪
駅
前
の
阪
急
百
貨
店
六
階

美
術
部
陳
列
場
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
竹
山
画
像
が

三
点
出
品
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
―
つ
に
、
原
図
が
蔀
関
月

（
一
七
四
七
ー
九
七
、
月
岡
雪
鼎
門
）
筆
で
あ
る
と
い
う
竹
山
画



像
の
模
写
本
一
幅
が
所
蔵
者
を
記
戟
せ
ず
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
模
写
本
の
箪
者
は
「
平
安
画
家
原
在
在
党
写
」
と
あ
る
。
こ

の
策
者
に
つ
い
て
は
、
京
都
の
画
家
で
原
在
中
（

一
七
六

0
ー
一

八
三
七
）
そ
の
子
原
在
正
、
同
在
照
、
在
泉
と
い
う
人
物
が
あ

り
、
恐
ら
く
、
そ
の
系
統
の
画
家
と
み
ら
れ
る
が
、
何
時
頃
の
人

物
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
原
図
で
あ
る
蔀
関
月
箪
の
竹
山
画
像
は

今
迄
に
出
品
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
写
本
の
行
方
を

追
い
掛
け
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
牲
て
原
図
が
存
在
し
た
可
能

性
は
充
分
に
あ
る
。
関
月
は
中
井
藍
江
（

一
七
六
六
ー
一
八
一

110

の
師
で
あ
り
、

『
恢
徳
堂
内
事
記
』
に
よ
る
と
、
天
明
＝
一
年
正
月

に

「左
迷
東
手
画
工
蔀
関
月
よ
り
受
申
度
由
に
て
為
致
住
居
候
」

と
あ
る
。
伊
丹
の
鹿
島
屋
（
現

・
柿
衛
文
庫
）
に
は
、
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）
！
寛
政
六
年
（

一
七
九
四
）
の
問
に
製
作
さ
れ
た

関
月
箪
の
絵
に
竹
山
と
そ
の
子
蕉
園
に
よ
っ
て
賛
さ
れ
た
作
品
が

数
点
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
絵
師
関
月
筆
の
竹
山
画
像
が
存
す
る

こ
と
ほ
充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

他
の
二
幅
の
竹
山
画
像
は
、
一
幅
は
並
河
家
伝
来
の
藍
江
筆
竹

山
画
像
で
あ
り
、
も
う
一
幅
は
並
河
家
の
も
の
を
原
図
と
し
て
鉄

斎
が
大
正
末
年
に
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
羽
倉
氏
は
「
原
図
は

京
都
の
旧
家
（
並
河
家
ー

上
田
註
）
に
伝
わ
っ
た
も
の
を
大
正

末
年
八
十
九
翁
鉄
斎
が
、
骸
徳
堂
記
念
会
に
納
め
る
た
め
懇
望
し

『
恢
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

替
わ
り
に
模
写
し
て
贈
っ
た
も
の
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
鉄
斎
筆

写
の
竹
山
画
像
は
現
在
、
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
別

に
、
森
繁
夫
著
『
含
翠
堂
考
』

（
昭
和
十
七
年
三
月
三
十

一日、

大
阪
毛
耳
年
塾
堂
発
行
）
の
口
絵
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
竹
山
画
像
が

•

あ
る
。
こ
れ
は
並
河
家
本
の
藍
江
筆
竹
山
画
像
と
は
全
く
別
系
統

の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
但
し
、
究
は
並
河
本
の
竹
山
の
咬
と
同
じ

も
の
を
筆
写
し
て
お
り
、
口
絵
写
真
で
は
非
常
に
判
読
し
難
い
の

で
あ
る
が
、

「
右
題
言
：・：
自
袈
：
・：
蔀
山
主
人
歎
録
（
「
作
」

か
）
」
と
あ
り
、
統
い
て
「
中
井
曽
縮
」
と
あ
る
。
曽
縮
は
中
井

碩
果
（
一
七
七
一
ー

一
八
四

0
)
の
こ
と
で
あ
る
。
蔀
山
（
ほ
う

ざ
ん
）
に
該
当
す
る
人
物
は
二
人
お
り
、

一
人
は
淡
輪
元
潜
で
あ

り
、
他
の
一
人
は
諸
木
雄
助
で
あ
る
。
元
潜
は
安
永

・
天
明
期
の

柳
川
藩
儒
医
（
大
阪
在
勤
）
で
、
中
井
蕉
園
の
室
は
元
潜
の
女
で

あ
る
。
諸
木
は
安
政

・
文
久
頃
の
儒
者
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ニ

人
の
何
れ
を
指
す
か
不
明

で
あ
る
。
ま
た
、
羽
倉
敬

尚
氏
は
前
掲
恢
徳
堂
回
顧

録
の
中
で
、
中
川
鯉
淵
築

の
竹
山
画
像
を
カ
ッ
ト
風

に
挿
入
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
画
像
が
、
こ
の

『含

竹山似（中川鯉淵画）

（本誌41号より）

七



翠
堂
考
』
所
収
の
竹
山
画
像
を
や
や
正
面
か
ら
描
い
て
い
る
と
い

う
点
で
、
そ
の
構
成
が
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
鯉
淵
」
と
号
し

た
画
家
に
は
、
文
久
元
年
版
の

『
当
時
現
在
広
益
諸
家
人
名
録
』

に
よ
る
と
、
大
阪
の
「
大
名
小
路
」
に
住
し
た
備
前
藩
の
清
泉
寿

太
郎
が
あ
り
、
他
に
も

『
安
政
文
雅
人
名
録
』
や

『
文
久
文
雅
人

名
録
』
に
蔽
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同

一
人
物
か
ど
う
か
疑

問
が
残
る
が
中
井
碩
果
と
同
時
代
の
人
物
と
す
れ
ば
、
そ
の
可
能

性
は
あ
る
。
こ
の
稲
の
正
面
か
ら
描
か
れ
た
竹
山
画
像
と
、
蔀
関

月
策
の
竹
山
画
像
と
の
関
係
も
興
味
あ
る
こ
と
な
が
ら
、
資
料
不

足
の
た
め
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
判
か
ら
な
い
。
ま
た
、
最
近
に
な

っ
て
木
南
卓
一
氏
所
蔵
の
中
井
履
軒
密
写
の
竹
山
画
像
（
二
＝

一
・

七
x

五
一
•

四
）
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
原
図
は
並
河
家
本

の
藍
江
筆
竹
山
画
像
を
模
写
し
た
も
の
で

「稲
徳
」
の
朱
印
を
捺

す
の
み
で
あ
る
が
、
黄
は
並
河
本
と
同
一
の
竹
山
自
筆
の
賛
が
あ

り
、
落
款
部
分
の
構
成
が
異
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
並
河
本
で

の
竹
山
の
落
款
で
は
朱
文
「
稲
善
印
記
」
と
白
文
「
井
裸
老
人
」

の
何
れ
も
前
川
虚
舟
刻
の
方
印
を
使
用
し
て
い
る
。
木
南
本
の
竹

山
の
落
款
で
は
、
朱
文

「和
菩
」
（
源
重
数
刻
）
と
白
文

「竹
山

居
士
」
（
木
沢
福
庵
刻
）
の
方
印
を
使
用
し
て
い
る
。
木
南
本
の
竹

山
画
像
に
は
、
箱
書
が
あ
り
「
中
井
竹
山
翁
肖
像
自
賛
画
、
則
弟

股
軒
翁
所
作
用
筆
、
簡
古
無

一
点
丹
冑
者
流
臭
気
妙
在
意
外
焉
、

r
骸
徳
堂
展
覧
会
目
録
」
の
課
題

ふ
’必
＄
翌

キ
ふ
今
’内
ほ

.”}＄と
吃

允
・た

人
ふ
IJ叫
．企

令
不

k
'涵
令
ふ

さ

↓
渇

坑

k

k
昼江
r”rcP

,y
.
 

4
7
 汀し

中
井
竹
山
画
像
（
木
南
卓
一
氏
蔵
）

穀
語
謙
醸
中
隠
、
然
有
自
任
之
意
這
翁
抱
負
可
想
也
、
忠
体
勁
抜

可
謂
具
中
井
氏
一
家
之
筆
法
此
突
、
戊
午
秋
晩
南
州
外
史
題
策
井

識
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

「戊
午
」
と
は
大
正
七
年

(
-
九

一

八
）
の
こ
と
で
、
「
南
州
外
史
」
と
は
近
藤
石
顛
、
名
は
同
、
字

は
子
同
、
石
顛
ま
た
は
尺
天
と
も
号
し
た
。
別
に
痩
藤
、
人
瑞
、
元

粋
、
南
州
外
史
の
数
号
あ
り
。
讃
岐
の
人
。
中
村
三
蕉
に
漢
学
を

学
び
、
明
治
二
十
年
浪
華
に
住
ん
で
印
刻
を
以
っ
て
業
と
し
た
。

こ
の
近
藤
元
粋
が
大
正
期
に
こ
の
軸
を
入
手
し
た
も
の
と
思
わ
れ

＄
し
此
”
’ご
妍
¢

ィ
哨
各

＆裕
i

之
“
茫
：
名
ぷ
{
.̂

人
払
ヵ
叫

i

、＂
t
．斤
姜
．
っ
;
9
代

4
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る
。
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
。
さ
て
、
中
井
藍
江
筆
の

竹
山
画
像
に
つ
い
て
、
竹
山
自
身
が
寛
政
十
年
(
-
七
九
八
）
―
―
―

月
四
日
付
の
頼
春
水
（
一
七
四
六
ー
一
八
一
六
）
に
宛
た
書
状
の

な
か
で
「
：
．．．． 
当
春
初
会
之
節
、
関
月
（
蔀
関
月
、
寛
政
三
年
没
、

上
田
註
）
／
門
人
に
藍
江
と
申
画
師
有
之
候
て
／
少
4

文
雅
之
志

も
有
之
候
、
直
二
門
前
住
居
、
／
詩
会
に
も
列
候
事
に
て
、
門
下

に
列
て
心
安
＜
／
画
も
甚
達
者
に
て
、
右
之
節
、
席
画
等
／
追
々

出
来
候
故
、
坐
客
之
所
望
に
て
老
夫
／
講
説
之
所
を
肖
像
致
候
様

と
の
望
に
て
／
早
速
出
来
候
故
、
座
中
に
被
迎
候
て
、
席
上
に
／

自
賛
も
致
し
申
候
、
厚
顔
な
か
ら
是
非
／
被
仰
付
候
ハ

A

、
世
悴

方
へ
御
托
し
可
被
遣
候
、
右
之
／
画
人
、
随
分
応
命
可
被
申
候
：
・

・
:
」
（
頼
惟
勤
氏
所
蔵
文
書
参
照
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

竹
山
自
身
も
こ
の
藍
江
筆
の
自
画
像
を
か
な
り
自
慢
し
て
い
る
趣

が
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
書
状
が
春
水
に
宛
ら
れ
て
い
た

か
ら
と
い
っ
て
、
頼
家
に
竹
山
画
像
が
伝
存
し
て
い
た
と
い
う
痕

跡
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
※

※
竹
山
の
『
莫
陰
集
』
に
「
題
予
写
照
」
と
し
て
題
詩
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
序
に
「
戊
午
（
寛
政
十
年
、
上
田
註
）
正
月
既
望
初

諧
日
、
宴
甜
書
画
競
作
、
渋
井
子
要
揖
画
人
藍
江
写
予
講
座
像
、
席

賓
迫
予
銘
之
、
不
得
辞
免
、
酔
中
援
奄
即
害
」
と
あ
る
。

ま
た
、
頼
家
に
は
、
中
井
竹
山
が
頼
春
水
に
宛
た
書
状
や
詩
文
が

非
常
に
丁
寧
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
竹
山
画
像
は
伝
存
し

『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

一九

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
を
依
頼
し
受
け
取
っ
た
時
の
送
り
状
の
様

な
も
の
も
残
っ
て
お
ら
な
い
。

然
し
な
が
ら
、
『
文
恵
先
生
襄
事
録
続
』
（
仮
題
「
竹
山
先

生
香
儀
簿
」
）
に
よ
る
と
、
絵
師
中
井
藍
江
は
金
百
疋
（
金
一
分
）

を
香
儀
料
と
し
、
別
に
御
所
柿
を
供
え
て
い
る
。
上
位
門
人
は
別

と
し
て
、
一
般
門
人
は
南
銃
一
片
（
金
二
朱
）
で
あ
る
こ
と
か
ら

み
れ
ば
、
か
な
り
に
大
き
な
額
面
の
も
の
を
出
し
て
い
る
。
※

※
例
え
ば
、
山
片
家
の
場
合
、
当
主
の
平
右
衛
門
が
金
五
百
疋
で
あ
る

が
、
次
ぎ
に
家
格
の
上
で
は
分
家
と
し
て
上
位
に
あ
る
平
次
郎
が
金

百
疋
で
、
一
代
限
り
親
類
次
席
の
長
谷
川
七
左
衛
門
（
蛾
桃
）
が
一
―
―

百
疋
の
香
俵
料
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
位
の
高
低
で
は

な
く
、
師
弟
の
関
係
の
強
弱
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
竹
山
が
春
水
に
宛
て
自
画
像
の
筆
者
藍
江

を
推
薦
し
た
様
に
、
他
へ
も
絵
師
藍
江
の
宣
伝
を
し
て
い
た
可
能

性
は
充
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
明
治
四
十
四
年
の
時

点
の
「
出
陳
目
録
」
で
は
、
藍
江
筆
の
竹
山
画
像
は
並
河
家
と
竹

村
家
に
は
確
か
に
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
光
本
家

の
も
の
も
藍
江
筆
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
今
後
の
調
査
を
期

待
す
る
次
第
で
あ
る
。

明
治
以
降
、
懐
徳
堂
再
建
熱
は
復
活
し
た
。
そ
の
た
め
、
明
治

四
十
四
年
に
は
並
河
家
旧
蔵
の
複
製
が
百
部
作
ら
れ
た
。
※

※
『
懐
徳
』
第
十
九
号
（
昭
和
十
六
年
十
月
十
二
日
発
行
）
の
巻
末
付



『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

録
で
あ
る
「
懐
徳
堂
所
蔵
懐
徳
堂
先
賢
著
述
書
目
」
の
中
で
、
明

治
四
十
四
年
十
月
五
日
の
懐
徳
堂
先
賢
祈
念
祭
の
時
に
中
井
黄
裳
氏

が
並
河
家
本
の
竹
山
画
像
を
百
部
影
写
し
て
同
記
念
会
に
寄
贈
さ
れ

た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

③
中
井
履
軒
の
肖
像
画

中
井
履
軒
の
肖
像
画
は
、
明
治
四
十
四
年
の
『
懐
徳
堂
展
覧
会

目
録
』
の
「
懐
徳
堂
水
哉
館
遣
書
遣
物
出
陳
目
録
」
の
中
に
「
一
、

履
軒
先
生
肖
像
一
幅
伝
中
井
藍
江
筆
」
と
し
て
一
点
だ
け
出
品

さ
れ
て
い
る
。
「
諸
家
出
陳
目
録
」
の
中
に
は
一
点
も
出
品
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

幸
田
成
友
編
の
『
懐
徳
堂
旧
記
』
（
明
治
四
十
四
年
十
月
一
日

発
行
）
で
は
、
「
中
井
履
軒
先
生
肖
像
」
と
し
て
出
品
者
は
「
東

京
中
井
木
菟
麿
（
黄
裳
氏
の
こ
と
、
上
田
註
）
」
と
な
っ
て
お

り
、
口
絵
写
真
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
こ
と

は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
中
井
家
で
は
筆
者

が
藍
江
で
あ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

然
し
、
こ
れ
は
根
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
正
十
三
年
の
「
贈
位
郷
賢
事
績
展
覧
会
陳
列
目

録
」
（
『
大
阪
市
民
博
物
館
報
』
第
八
号
所
収
）
に
よ
る
と
、
京

都
の
並
河
家
か
ら
履
軒
画
像
一
幅
、
別
に
大
阪
市
西
区
京
町
堀
上

通
二
丁
目
の
生
谷
卯
兵
衛
氏
が
「
三
邑
毘
山
書
金
谷
謙
画
中
井

履
軒
遣
像
軸
」
一
幅
を
出
品
し
て
い
る
。
履
軒
の
肖
像
画
に
つ
い

て
は
、
中
井
黄
裳
氏
の
自
筆
稿
本
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遣
事
巻

四
』
（
大
阪
大
学
恢
徳
堂
文
庫
蔵
）
水
哉
館
の
部
の
履
軒
追
事
に

よ
る
と
、
「
履
軒
ノ
容
貌
ハ
家
蔵
ノ
肖
像
ニ
ョ
リ
テ
推
測
ス
ル
ヲ

得
ベ
シ
、
併
シ
是
モ
並
河
寒
泉
頷
ノ
話
ニ
ョ
レ
バ
、
全
煕
酷
似
シ

タ
リ
シ
ト
ハ
言
ヒ
難
シ
、
恙
家
ニ
ヘ
此
：
ノ
種
ノ
画
像
三
枚
ア
リ
シ

ヲ
、
一
枚
ヲ
京
都
並
河
家
二
贈
リ
テ
、
ー
ニ
枚
ヲ
留
メ
タ
ル
其
―
ニ

シ
テ
、
寒
泉
翁
ガ
比
較
的
酷
似
シ
タ
ル
由
ヲ
語
ラ
レ
タ
ル
者
ナ

リ
」
（
傍
線
、
上
田
註
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
嘗
て
中
井

家
に
は
履
軒
の
肖
像
画
は
三
幅
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
内
の
一
幅

が
京
都
並
河
家
に
贈
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
中
井
家
に
残
さ
れ
た

二
幅
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
懐
徳
』
五
十
二

号
所
収
の
加
地
先
生
に
よ
る
「
懐
徳
物
語
」
（
二
）
で
紹
介
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
※

※
『
懐
徳
』
五
十
二
号
（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）
参

照

即
ち
、
一
っ
は
従
来
か
ら
の
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
あ
っ
た

「
文
清
先
生
遣
像
」
（
―
-
七
・

-

X

三
五
・
八
、
画
面
三
七
・

八

x
二
六
・
八
）
一
幅
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
新
田
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
※

※
大
阪
市
立
婢
物
館
展
観
目
録
『
懐
徳
堂
』
五
一
頁
参
照

四
〇



『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

※
履
軒
の
門
人
一
二
村
毘
山
（
一
七
六
ニ
ー
一
八
二
五
）
が
隷
書
を
も
っ

問
題
は
、
並
河
家
へ
贈
ら
れ
た
履
軒
画
像
で
あ
る
が
、
大
正
十

三
年
六
月
一
日

1
同
十
五
日
の
間
、
大
阪
市
民
博
物
館
に
出
品
さ

れ
た
並
河
家
の
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
同
十
月
二
日
ま

で
阪
急
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
た
『
槙
徳
堂
回
顧
展
』
で
、
所
蔵
者

名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
羽
倉
敬
尚
氏
は

「
こ
の
履
軒
肖
像
は
素
描
し
か
伝
わ
ら
な
く
、
こ
れ
は
草
稿
と
思

わ
れ
る
」
と
し
て
、
そ
の
画
像
の
賛
に
「
宇
内
有
斯
人
、
宙
間
無

斯
人
、
散
髪
山
之
幽
、
大
笑
仰
晴
天
」
と
あ
り
「
右
幽
人
先
生
自

賛
、
外
征
孫
並
河
鳳
来
（
並
河
寒
泉
の
こ
と
、
「
朋
来
」
と
も
い

う
。
上
田
註
）
謹
録
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
浄
書
の

も
の
に
自
賛
し
た
こ
と
が
知
れ
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
履

軒
に
よ
る
自
賛
の
詩
は
、
元
来
、
中
井
家
に
伝
存
し
た
履
軒
画
像

に
は
無
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
黄
裳
氏
は
、
前
掲
先
哲
遣
事
巻
四

の
中
で
、
さ
ら
に
履
軒
の
肖
像
画
に
つ
い
て
、
「
早
野
家
ニ
モ
履

軒
肖
像
一
幅
ア
リ
、
三
村
毘
山
ガ
隷
書
ヲ
以
テ
股
軒
ノ
国
詩
ヲ
題

シ
ダ
尼
モ
ー
／
ナ
ー
ー
レ
バ
、
真
ヲ
得
タ
ル
者
二
相
違
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
思

ハ
ル
レ
ド
モ
、
家
蔵
ノ
容
良
ト
ハ
異
ナ
ル
所
ア
リ
、
此
ノ
年
齢
ノ

相

違

ア

ル

為

カ

ト

モ

（

傍

線

、

上

と

記

し

て

お

ら

れ
る
。
※

フ
」

四

て
題
書
し
た
股
軒
の
国
詩
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
黄
裳
氏
の
前
掲

先
哲
遣
事
巻
四
に
、
「
…
…
枕
上
雑
題
自
叙
ノ
詩
二
、
宇
内
有
斯
気
、

宙
内
無
斯
人
、
散
髪
山
之
幽
、
大
笑
仰
青
天
、
ト
ア
ル
ハ
即
是
ナ
リ
、

嘗
プ
聞
ク
、
斯
ノ
詩
ヲ
大
富
ッ
タ
ル
者
ヲ
『
吾
ガ
肖
像
卜
思
へ
』
ト

テ
並
河
寒
泉
ノ
父
巨
川
二
与
ヘ
タ
リ
シ
…
…
」
と
あ
る
。
黄
裳
氏
に

「
股
軒
ノ
国
詩
ヲ
題
ッ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
真
ヲ
得
タ
ル
者
二
相
違

ナ
カ
ル
ベ
シ
」
と
記
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
も
し
か
す
る
と
こ
の
詩
と

同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
毘
山
隷
書

の
「
履
軒
の
国
詩
」
を
具
体
的
に
記
録
し
た
も
の
は
残
っ
て
い
な

、o
し
な
お
、
『
枕
上
雑
題
』
は
履
軒
の
天
明
五
乙
巳
年
(
-
七
八
五
）

季
春
（
三
月
）
の
自
序
に
よ
る
と
、
天
明
四
年
の
冬
か
ら
翌
五
年
の

春
に
か
け
て
詠
ん
だ
五
百
首
の
詩
（
五
絶
）
を
録
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
解
る
。
黄
裳
氏
は
「
枕
上
雑
題
自
叙
ノ
詩
」
と
し
て
お
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
自
筆
稿
本
（
一
冊

本
）
に
よ
る
と
、
本
文
（
各
五
絶
を
一
行
ず
つ
紹
介
し
て
い
る
）

中
、
冒
頭
か
ら
六
行
目
か
ら
七
行
目
の
間
に
挿
入
記
号
を
付
し
て
欄

外
に
問
題
の
詩
を
記
載
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
に
題
賛
さ
れ

て
い
る
詩
と
少
し
異
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
宙
間
有
斯
気
、

宇
内
無
若
人
、
散
髪
山
之
幽
、
大
笑
仰
青
天
」
と
あ
る
。
こ
の
写
本

は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
（
乾
坤
二
冊
）
に
も
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
自
筆
本
と
同
一
の
詩
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
府
立
図
書
館
本

は
岡
本
撫
山
(
-
八
四

0
|
―
九

0
四
）
旧
蔵
の
も
の
で
、
撫
山
は

天
保
十
一
年
大
阪
に
生
れ
、
家
業
は
代
々
富
豪
で
銅
座
の
役
人
を
勤



め
て
い
た
。
懐
徳
堂
に
学
び
、
明
治
以
後
は
大
蔵
省
造
幣
局
等
に
歴

任
し
た
人
物
で
あ
る
。
別
に
、
国
会
図
書
館
に
も
写
本
が
あ
り
、
門

人
達
に
よ
っ
て
愛
読
さ
れ
た
書
物
の
―
つ
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

既
述
の
『
贈
位
郷
賢
事
績
展
覧
会
』
（
大
正
十
三
年
）
に
出
品

さ
れ
た
生
谷
卯
兵
衛
氏
所
蔵
の
「
中
井
履
軒
遣
像
軸
」
は
「
三
村

毘
山
書
、
金
谷
謙
画
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
履
軒
画
像
は
早

野
家
旧
蔵
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
道
修
町
で
薬
種
商

を
営
ん
で
い
た
生
谷
卯
兵
衛
氏
の
隠
居
所
が
、
西
区
京
町
堀
上
通

二
丁
目
に
あ
っ
た
。
大
正
年
間
に
早
野
家
か
ら
生
谷
家
に
入
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
―
―
一
村
毘
山
は
、
名
は
其
原
、
字
は
子
達
、
通

称
は
貞
蔵
、
毘
山
と
号
し
、
別
に
玉
来
居
と
号
し
た
。
浪
華
の
人

で
履
軒
の
門
人
。
後
年
、
西
横
堀
で
学
塾
を
し
て
い
た
。
金
谷
謙

は
、
当
時
天
満
組
総
年
寄
を
し
て
い
た
金
谷
三
石
（
一
七
三
ニ
ー

九
四
）
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
「
謙
」
と
称
し
た
記
録
は
な

い
。
三
石
は
本
氏
は
平
松
、
名
は
興
般
、
字
は
子
般
、
通
称
は
清

右
衛
門
、
三
石
と
号
し
て
備
前
岡
山
の
人
。
浪
華
の
金
谷
信
行
の

嗣
と
な
っ
て
い
る
。
金
谷
氏
は
代
々
天
満
組
総
年
寄
を
し
て
い

た
。
寛
政
六
年
(
-
七
九
四
）
六
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。
そ
の

墓
誌
録
に
よ
る
と
「
頗
渉
儒
学
」
と
あ
り
、
絵
に
つ
い
て
は
「
最

嗜
画
、
祖
南
頻
沈
氏
、
嘗
祇
役
千
長
崎
、
緯
江
熊
斐
（
熊
代
繍
江

の
こ
と
、
上
田
註
）
花
鳥
、
而
山
水
人
物
、
則
自
出
機
軸
」
と
あ

『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

る
。
こ
の
三
石
が
履
軒
画
像
を
描
い
た
と
す
れ
ば
、
寛
政
六
年
五

月
よ
り
も
以
前
に
出
来
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
谷
―
―
―

石
の
子
、
金
谷
遷
斎
（
一
七
七
四
ー
一
八
三
五
）
は
名
を
興
詩
（
初

名
は
興
忠
）
、
字
は
立
礼
、
通
称
を
与
右
衛
門
と
い
っ
た
。
弘
化

五
年
(
-
八
四
八
）
刊
の
『
古
今
墨
蹟
饗
定
便
覧
』
（
内
閣
文
庫

蔵
本
）
「
地
下
奇
人
之
部
」
に
よ
る
と
、
金
谷
興
詩
は
「
班
学
ヲ

修
シ
テ
詠
班
ヲ
ョ
ク
ス
」
と
あ
り
、
絵
は
描
か
な
い
。
与
右
衛
門

．
も
ま
た
天
満
組
総
年
寄
を
し
て
お
り
、
『
竹
山
先
生
御
悔
名
簿
』

に
記
帳
さ
れ
て
お
り
、
『
履
軒
先
生
香
儀
簿
』
に
は
香
儀
料
金
百

疋
の
拠
出
者
と
し
て
、
そ
の
名
を
記
載
し
て
い
る
。
金
谷
三
石
が

金
谷
謙
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
金
谷
家
と
三
村
家
は
何
れ
も
中
井
家

に
深
く
拘
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
黄
裳
氏
に
「
真
ヲ
得
タ
ル
者
二
相
違
ナ
カ
ル

ペ
シ
」
と
記
さ
せ
、
「
家
蔵
ノ
容
自
ト
ハ
異
ナ
ル
所
ア
リ
」
と
言

わ
せ
た
履
軒
画
像
は
残
念
な
が
ら
現
在
は
行
方
不
明
で
あ
る
。
或

は
、
戦
災
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

並
河
家
伝
来
本
と
思
わ
れ
る
履
軒
画
像
（
現
、
大
阪
城
天
守
閣

蔵
）
に
、
並
河
寒
泉
が
謹
ん
で
録
し
た
履
軒
の
詩
は
、
黄
裳
氏
の

前
掲
先
哲
遣
事
巻
四
に
よ
る
と
、
並
河
家
で
は
「
…
・
：
後
二
人
ニ

借
シ
タ
ル
カ
何
カ
デ
紛
失
シ
、
其
後
一
タ
ビ
家
二
還
リ
タ
ル
コ
ト

四



ア
リ
シ
ガ
、
復
散
亡
シ
テ
所
在
ヲ
失
ヒ
タ
ル
由
、
寒
泉
翁
深
ク
遺

憾
二
思
ヒ
テ
、
常
二
此
ノ
事
ヲ
語
リ
居
タ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

寒
泉
は
自
家
伝
来
の
履
軒
画
像
に
題
賛
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
は
二
幅
の
履
軒
画
像
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
文
清
先
生
遣
像
」
と
題
さ
れ
て
従
来

か
ら
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
、
新
た
に
寄
贈
さ
れ
た
新
田
家
旧
蔵

の
も
の
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
大
阪
市
立
博
物

館
展
観
目
録
『
懐
徳
堂
』
本
文
五
一
頁
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
今
、
再
述
す
る
な
ら
ば
、
新
田
家
旧
蔵
の
履
軒
画
像
(
-

二
六
．
―
―

-x
三
五
・
六
、
画
面
一
二
七
・
四

x
二
六
・
六
、
）
に
は
、

画
像
の
上
辺
部
に
「
会
虞
、
観
天
地
第
一
」
（
『
履
軒
古
風
』
巻

四
所
収
）
の
自
筆
草
稿
全
三
枚
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
画
像
は
下

絵
の
初
期
的
段
階
の
も
の
で
、
顔
面
部
分
の
描
線
は
決
定
線
を
模

索
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
重
厚
な
趣
や
、
机
の
雛
形
を
前
に

置
く
な
ど
迫
真
感
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
寿
像
と
い
え
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
画
像
は
何
故
か
画
像
の
周
辺
を
破
り
取
っ
た
様

に
な
っ
て
い
て
、
後
に
表
装
し
直
し
た
形
跡
を
持
っ
て
い
る
。
こ

の
自
筆
草
穆
「
会
虞
、
観
天
地
第
一
」
の
成
立
時
期
で
あ
る
が
、

冒
頭
の
「
朕
遊
乎
宇
宙
之
間
、
七
十
載
於
今
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
履
軒
七
十
歳
の
寛
政
十
一
年
(
-
七
九
九
）
の
時
点
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
の
内
容
は
、
『
履
軒
古
風
』
の
自
序
か
ら
み

『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

四

「
楚
辞
」
に
な
ぞ
ら
え
た
南
方
系
古
風
詩
体
を
と
っ
て
い
る

こ
と
が
判
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
、
麻
田
剛
立
（
一
七
三
四
ー

九
九
）
は
六
十
六
歳
で
没
し
た
が
、
麻
田
流
天
学
の
一
門
高
橋
至

時
(
-
七
六
四
ー
一
八

0
四
）
や
間
重
富
(
-
七
八
ニ
ー
一
八
四

―
―
-
）
は
幕
府
の
改
暦
事
業
で
活
躍
し
て
い
る
。
そ
し
て
享
和
元
年

（
一
八

0
1
)
に
は
、
履
軒
は
華
管
国
新
暦
を
製
作
し
て
い
る
。

「
会
虞
、
観
天
地
第
一
の
一
文
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
宇
宙
を
紡
径

し
一
微
塵
た
る
地
球
を
眺
め
て
「
塵
中
之
塵
分
、
人
乃
生
乎
其

間
」
と
賦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
迫
真
の
力
の
込
め

ら
れ
た
一
幅
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
中
井
家
で
は
、
こ
の
軸
は
最

後
ま
で
終
子
女
史
（
黄
裳
氏
の
妹
）
の
手
元
に
置
い
て
大
切
に
保

管
さ
れ
た
も
の
で
、
終
子
女
史
の
ペ
ン
書
き
に
よ
る
『
（
中
井
家
）

軸
物
使
用
順
序
』
（
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
―
―
―
日
記
）
で
は
、
正

月
前
半
の
大
幅
の
竹
山
先
生
肖
像
画
幅
に
次
い
で
、
後
半
に
使
用

す
る
履
軒
先
生
肖
像
画
幅
は
ま
さ
に
こ
の
画
像
幅
を
指
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
来
か
ら
の
「
文
清
先
生
遺
像
」
は
、
画
幅
の
上
辺
部
に
履
軒

の
墓
城
誌
拓
本
（
但
し
、
末
尾
の
四
行
分
だ
け
）
が
貼
っ
て
あ
る
。

画
像
の
描
線
の
具
合
か
ら
み
て
も
、
ま
だ
下
絵
の
段
階
の
も
の
で

あ
る
が
、
筆
線
の
選
択
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
（
新
田

家
旧
蔵
本
）
を
原
図
と
し
て
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

て、



二、

『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

か
る
。
ま
た
、
墓
城
誌
拓
本
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

画
像
幅
は
初
め
か
ら
履
軒
遣
像
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
判

か
る
で
あ
ろ
う
。

「
諸
家
出
陳
目
録
」
の
二
、
三
の
出
品
者
と
そ
の
出
品
物

に
つ
い
て

明
治
四
十
四
年
の
『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
所
収
「
諸
家
出
陳

目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
二
、
三
の
出
品
者
と
そ
の
出
品
物
に
つ
い

て
整
理
し
て
み
る
と
次
の
様
に
な
る
。

①
京
都
の
革
嶋
鋸
太
郎
氏
の
出
品
物

イ
、
五
井
蘭
洲
詩
巻

ロ
、
中
井
竹
山
賛
森
周
峰
画
牛
図

ハ
、
中
井
竹
山
賛
三
宅
春
楼
画
蛙
子
図

ニ
、
中
井
竹
山
筆
「
和
詢
」

ホ
、
中
井
竹
山
筆
原
書
案
文
（
手
記
）

へ
、
中
井
竹
山
門
下
生
銘
石
巻

ト
、
中
井
竹
山
革
卦

チ
、
中
井
竹
山
手
記
帳
薄

家
事
年
中
行
事
、
勘
定
帳
、

田
畑
整
理
案
帳
、
年
貢
宛
米
帳
、

リ
、
中
井
履
軒
筆
並
河
寒
泉
副
書

中
井
梵
庵
、
五
井
蘭
洲
、
中
井
竹
山
、
同

履
軒
張
交
（
屏
風
）

中
河
内
の
稲
垣
環
二
氏
の
出
品
物

イ
、
中
井
甍
庵
筆
是
非
五
行
書

ロ
、
五
井
蘭
洲
筆
五
言
一
行
書

ハ
、
中
井
竹
山
筆
赤
壁
画
賛

ニ
、
中
井
履
軒
遺
愛
品
酔
郷
五
瑞

ホ
、
同
履
軒
筆
伴
行
五
言
二
句

へ
、
懐
徳
堂
瓦
当
「
寛
政
乙
卯
」

③
中
河
内
の
竹
村
久
三
郎
氏
の
出
品
物

イ
、
中
井
竹
山
賛
中
井
藍
江
画
竹
山
画
像

ロ
、
中
井
履
軒
賛
蔀
関
月
画
採
蓮
図

①
京
都
の
革
嶋
鋸
太
郎
氏
の
出
品
物

明
治
四
十
四
年
の
『
懐
徳
堂
展
覧
会
』
（
於
府
立
大
阪
博
物
場
）

に
出
品
さ
れ
た
京
都
西
南
川
島
村
（
現
、
右
京
区
川
島
玉
頭
町
）

の
革
嶋
鋸
太
郎
氏
は
、
前
掲
十
件
に
及
ぶ
懐
徳
堂
関
係
資
料
を
出

品
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
内
、
中
井
竹
山
の
手
記
帳
簿
四
冊
は
現

在
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
※

※
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
は
、
鋲
太
郎
氏
の
蓑
嗣
子
廉
三
郎
氏
に
よ

っ
て
、
同
家
に
伝
存
さ
れ
た
中
・
近
世
の
古
文
書
一
、
六
三
0
点
が

(2) 
ヌ

四
四



の
課
題

寄
贈
さ
れ
、
京
都
府
指
定
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
『
革
嶋
家
文
書
に
つ
い
て
』
（
昭
和
四
十

九
年
九
月
二
十
日
発
行
）
参
照

革
嶋
家
は
中
井
竹
山
の
妻
順
（
一
七
四
一
ー
八
九
）
の
里
で
あ

る
。
こ
の
様
に
、
同
家
の
古
文
書
類
の
保
存
先
は
は
っ
き
り
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
遺
物
・
遣
品
類
は
そ
の
殆
ど
が
判
っ
て
い
な

い
。
寺
島
（
旧
姓
革
嶋
）
卯
子
（
し
げ
こ
）
女
史
に
訊
ね
て
貰
っ

た
が
不
明
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
、
鋸
太
郎
氏
は
二
人
の
養
子
を
迎

え
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
両
家
に
分
断
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
し
て
い
る
。

③
中
河
内
の
稲
垣
環
二
氏
の
出
品
物

中
河
内
（
久
宝
寺
）
の
稲
垣
家
は
、
竹
山
の
長
子
蕉
園
(
-
七

六
七
ー
一
八

0
三
）
の
一
人
女
、
照
(
-
八

0
ニ
ー
八
五
）
の
嫁

い
だ
家
で
あ
る
。
照
の
夫
で
儒
医
の
稲
垣
見
立
久
遠
は
天
保
十
五

年
十
月
二
十
日
没
し
、
見
立
の
長
男
の
犀
太
郎
が
天
保
十
四
年
に

没
し
て
い
る
た
め
、
五
男
の
謙
蔵
久
敦
（
一
八
三
九
ー
一
九

0
0
)
の

が
嗣
ぎ
、
菊
堂
と
号
し
て
懐
徳
堂
の
助
教
を
し
て
い
る
。

妻
篠
置
（
さ
さ
お
き
）
氏

(c,
．
ー
一
八
七
四
）
は
八
尾
は
産
屋

（
さ
ん
や
）
の
出
身
で
、
環
山
楼
を
主
宰
し
た
石
田
家
の
一
族
で

あ
る
。
稲
垣
環
二
(
-
八
七
―
_
―
九
五
一
）
氏
は
こ
の
菊
堂
の

次
男
と
し
て
生
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
九
年
十
月
環
二
氏
は
大
阪

四
五

医
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
中
井
黄
裳
氏
と
は
特
に
親
交
が
あ

り
、
黄
裳
氏
東
京
在
住
時
代
に
は
現
二
氏
は
黄
裳
氏
の
も
と
に
寄

留
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
十
八
年
八
月
に
は
、

環
二
氏
に
と
っ
て
は
祖
母
に
あ
た
る
照
が
中
井
家
で
八
十
四
歳
で

没
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
中
井
家
と
の
交
流
は
環
二
氏
の
時
代

ま
で
深
く
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
稲
垣
家
の
出

品
物
で
あ
る
中
井
履
軒
の
遣
愛
品
「
酔
郷
五
瑞
」
は
黄
裳
氏
に
は

非
常
に
興
味
深
か
っ
た
様
で
、
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
「
五

瑞
」
と
は
、
中
国
で
天
子
が
諸
侯
に
頒
っ
た
瑞
玉
の
こ
と
で
、
公

に
は
桓
圭
、
侯
に
は
信
圭
、
伯
に
は
射
圭
、
子
に
は
穀
璧
、
男
に

は
蒲
璧
と
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
五
等

の
諸
侯
は
、
天
子
と
面
談
す
る
時
に
天
子
に
奉
じ
て
会
見
し
た
と

い
う
。
履
軒
の
遺
愛
品
「
酔
郷
五
瑞
」
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の

か
。
黄
裳
氏
の
実
測
記
録
に
よ
る
と
、
ガ
ラ
ス
製
酒
器
五
基
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
収
納
し
た
木
箱
に
は
、
履
軒
に
よ
っ
て

「
大
者
公
侯
、
小
者
子
・
男
、
其
中
為
伯
位
、
適
其
選
五
等
三
品
、

酔
郷
之
班
、
唯
力
是
視
、
不
蓋
其
不
能
、
（
天
楽
）
」
と
あ
る
。
別

に
、
「
酉
夷
之
玉
毘
、
吾
之
刻
、
春
酒
一
注
、
化
作
琥
珀
、
履
軒
幽

人
筆
、
（
天
楽
）
」
（
傍
線
、
上
田
註
）
と
あ
る
。
「
西
夷
之
玉
毘
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ガ
ラ
ス
製
酒
器
は
舶
来
品
で
あ
る
。
黄

裳
氏
の
前
掲
先
哲
遣
事
巻
四
に
よ
る
と
、
こ
れ
と
は
別
に
も
履
軒



『
懐
徳
堂
展
覧
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の
課
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は
舶
来
酒
器
を
所
持
し
て
い
た
様
で
、
「
履
軒
ノ
用
イ
タ
ル
阿
蘭

陀
製
ギ
ャ
マ
ン
金
縁
ノ
盃
ハ
、
今
尚
家
二
存
セ
リ
」
と
あ
る
。
履

軒
の
使
用
し
た
印
章
に
も
「
酔
郷
侯
印
」
と
い
う
の
が
二
顆
残
っ

て
い
る
。
何
時
の
頃
か
ら
か
、
履
軒
は
自
分
の
住
居
を
「
酔
郷
」

と
称
し
、
出
入
す
る
親
し
い
人
々
を
諸
侯
に
警
え
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
履
軒
と
照
と
の
間
に
も
酒
に
関
す
る
逸
話
が
残
っ
て

い
る
様
で
あ
る
。
黄
裳
氏
は
こ
れ
ら
の
逸
話
を
記
し
て
、
「
余
ガ

幼
少
ノ
頃
、
右
照
子
姫
ガ
時
々
懐
徳
堂
二
来
リ
タ
ル
時
ハ
、
其
側

ニ
侍
シ
テ
履
軒
在
世
中
ノ
事
ヲ
聞
ク
ヲ
楽
ト
シ
タ
ル
」
（
前
掲
先

哲
遺
事
巻
四
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。
昨
秋
、
筆
者
は
八
尾
市
東
久

宝
寺
町
の
稲
垣
家
を
訪
ね
た
が
、
座
敷
に
は
履
軒
筆
の
「
朝
陽

館
」
（
扁
額
）
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
床
の
間
に
は
、
中
井
竹
山

の
墓
堀
誌
拓
本
の
軸
装
が
懸
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
、
明
治
四
十
四
年
に
出
品
さ
れ
た
品
々
を
見
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。

⑱
中
河
内
の
竹
村
久
三
郎
氏
の
出
品
物

明
治
四
十
四
年
、
中
河
内
の
長
吉
出
戸
の
竹
村
久
三
郎
氏
は
、

二
点
の
懐
徳
堂
資
料
を
出
品
し
て
い
る
。
そ
の
内
の
一
点
が
、
中

井
竹
山
賛
中
井
藍
江
筆
の
竹
山
画
像
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

つ
い
て
の
黄
裳
氏
の
記
録
は
全
く
な
く
、
並
河
家
本
と
比
較
す
べ

き
方
法
が
な
い
。
た
だ
、
竹
村
家
所
蔵
の
中
井
履
軒
賛
蔀
関
月
筆

採
蓮
図
一
幅
に
つ
い
て
は
、
黄
裳
氏
は
自
ら
こ
れ
を
拳
写
し
た
ば

か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
録
を
残
し
て
お
ら
れ
る
。

模
写
本
は
現
在
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
は
「
明
治
戊
辰
（
元
年
、
上
田
註
）
先
子
（
桐
園
、
上
田
註
）

贈
之
於
河
内
姻
家
（
当
時
は
竹
村
長
次
郎
氏
、
上
田
註
）
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
黄
裳
氏
の
自
筆
草
稿
『
懐
徳
堂
紀
年
』

（
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
蔵
）
の
慶
応
四
年
戊
辰
春
正
月
の
項
を

み
る
と
、
「
伏
見
鳥
羽
役
、
近
畿
願
擾
、
華
翁
（
寒
泉
、
上
田
註
）

率
家
巻
、
避
難
於
河
内
稲
垣
氏
、
中
井
家
人
避
干
竹
村
氏
、
桐
園

留
護
書
院
」
と
あ
る
。
中
井
柚
園
（
一
七
九
五
ー
一
八
三
四
）
の

長
女
で
桐
園
(
-
八
三
―
―
ー
八
一
）
の
妹
に
あ
た
る
葵
（
ふ
き
）

は
竹
村
長
次
郎
氏
に
嫁
い
で
お
り
、
桐
園
の
家
族
は
こ
の
姻
家
を

訪
ね
て
避
難
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
黄
裳
氏
は
十
四
歳
で
竹

村
家
を
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。
黄
裳
氏
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の

際
に
謝
礼
と
し
て
中
井
家
か
ら
竹
村
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
が
、
こ

の
採
蓮
図
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
黄
裳
氏
は
こ
れ
に
非
常

な
未
練
を
持
っ
て
お
り
、
「
映
違
丹
青
四
十
有
一
年
、
戊
辰
（
明

治
四
十
一
年
、
上
田
註
）
八
月
、
訪
姻
家
、
即
清
観
之
、
鋪
紙
拳

之
」
（
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
蔵
模
写
本
採
蓮
図
参
照
）
と
記
し

て
お
ら
れ
る
。
即
ち
、
黄
裳
氏
は
明
治
元
年
か
ら
四
十
一
年
を
経

た
同
四
十
一
年
八
月
に
再
び
竹
村
家
を
訪
ね
、
こ
の
採
蓮
図
を
見

四
六



『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
残
念
な
こ
と
に
、
も
う
一
幅
の
藍
江
筆
の

せ
て
貰
っ
て
模
写
し
た
と
い
う
。
こ
の
黄
裳
氏
模
の
採
蓮
図

は
、
そ
の
後
、
中
井
家
で
大
切
に
保
存
さ
れ
、
中
井
家
の
『
軸
物

使
用
順
序
』
（
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
―
―
―
日
、
中
井
終
子
記
）
に

よ
る
と
、
毎
年
八
月
後
半
の
部
に
中
幅
で
「
釆
蓮
図
蔀
生
画
黄
裳

写
」
が
挙
げ
記
さ
れ
て
い
る
。
※

※
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
蔵
、
中
井
黄
裳
氏
模
写
本
の
採
蓮
図
幅
（
九

八
・
八

x-
―
―
九
・
四
）
は
、
原
図
は
中
井
履
軒
贄
蔀
関
月
筆
。
賛
文

は
黄
裳
氏
の
模
写
に
よ
る
と
「
一
様
（
同
色
、
上
田
註
）
羅
衣
裳
、

阿
誰
同
我
心
、
心
中
有
暗
誌
、
會
折
並
頭
蓮
、
少
（
伴
、
上
田
註
）

女
不
解
愁
、
採
蓮
無
仔
腸
、
只
（
倶
、
上
田
註
）
道
蚤
帰
去
、
細
鍼

繍
箇
様
、
履
軒
幽
人
題
」
〔
（
）
内
は
『
履
軒
古
風
』
に
よ
る
〕

と
あ
る
。
な
お
、
履
軒
の
使
用
印
は
、
黄
裳
氏
の
書
き
判
に
よ
れ

ば
、
白
文
方
形
「
隠
居
放
言
」
印
（
但
し
、
朱
文
方
形
な
ら
恢
徳
堂

文
庫
に
現
存
す
る
）
と
朱
文
長
方
形
「
天
楽
」
（
朱
文
方
形
な
ら
現

存
す
る
）
印
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
賛
文
の
詩
は
、
『
股
軒
古
風
』

巻
之
三
に
「
採
蓮
曲
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
其
二

と
其
三
を
部
分
的
に
文
字
を
換
え
て
賛
し
て
い
る
。
安
永
二
年
(

七
七
―
―
-
）
以
前
の
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
、
黄
裳
氏
は
こ
れ
程
迄
に
、
親
交
の
あ
っ
た
竹
村
家
で

竹
山
画
像
に
つ
い
て
一
片
の
記
録
も
残
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
、
明
治
四
十
四
年
に
出
品
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
当
然
、
黄

四
七

裳
氏
の
眼
に
触
れ
て
い
る
筈
な
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
。
昨
年
の

夏
桐
園
の
妹
葵
が
嫁
い
だ
竹
村
長
次
郎
氏
に
つ
い
て
、
現
在
の

大
阪
市
平
野
区
長
吉
出
戸
六
丁
目
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
縁

故
者
は
お
ら
ず
、
聞
名
寺
（
も
ん
み
ょ
う
じ
、
浄
土
真
宗
）
の
墓

地
で
破
損
の
激
し
い
長
次
郎
氏
の
墓
石
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
墓
石
か
ら
考
証
し
て
み
て
、
葵
女
の
没
年
は
嘉
永
六
年
癸
丑

と
疫
応
元
年
乙
丑
の
何
れ
か
と
み
ら
れ
る
。
慶
応
四
年
(
-
八
六

八
）
七
月
二
十
五
日
の
桐
園
の
妻
霜
（
一
八
三

0
ー
六
八
）
の
没

し
た
際
の
襄
事
録
に
は
、
竹
村
長
次
郎
氏
の
名
は
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
葵
女
の
名
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
慶
応
四
年
正
月
、

中
井
家
が
竹
村
家
に
避
難
し
た
折
に
は
、
既
に
桐
園
の
妹
葵
女
は

没
し
て
い
た
こ
と
が
判
か
る
。
※

※
桐
園
の
妻
霜
の
襄
事
録
『
良
信
室
君
襄
事
録
』
（
疫
応
四
年
七
月
二

十
五
日
）
に
よ
れ
ば
、
沐
浴
に
立
ち
合
っ
た
の
が
、
寒
泉
の
三
女
豊

（
と
よ
）
と
四
女
閏
菊
（
う
る
ぎ
く
）
、
そ
し
て
蕉
園
の
一
人
女
照

（
て
る
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
な
お
、
竹
村
久
三
郎
氏
の
直
系
は
竹
村

久
安
氏
（
平
野
区
長
吉
出
戸
六
丁
目
七
ー
四
）
で
あ
る
が
、
久
安
氏

は
既
に
没
し
て
お
ら
れ
、
未
亡
人
と
そ
の
子
の
時
代
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
長
次
郎
氏
は
明
治
一
二
十
二
年
に
没
し
て
い
る
が
、
年
齢

は
判
か
ら
な
い
。
そ
の
時
点
で
絶
家
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
財
産

等
は
、
久
三
郎
氏
に
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。



む

す

び

『
懐
徳
堂
展
覧
会
目
録
』
の
課
題

過
去
の
懐
徳
堂
展
の
出
品
物
を
丹
念
に
追
い
掛
け
て
み
た
が
、

ま
だ
ま
だ
目
の
届
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
更
に
書
き
加
え
ら
れ
追
加
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
。な
お
、
文
中
で
肖
像
画
と
画
像
を
遣
い
分
け
た
が
、
前
者
は
後

者
を
丁
寧
に
表
現
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、

小
論
を
作
製

中
に
昭
和
四
十
一
年
八
月
十
五
日
付
で
筆
者
に
宛
ら
れ
た
羽
倉
敬

尚
氏
の
手
紙
が
出
て
き
た
。
文
中
に
懐
徳
堂
回
顧
展
の
こ
と
に
触

れ
て
お
ら
れ
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。
「
：
．．．． 
阪
急
で
『
懐
徳
堂

回
顧
展
』
、
こ
れ
は
阪
大
の
記
念
会
、
及
び
天
理
か
ら
も
沢
山
拝

借
、
こ
れ
も
不
安
で
し
た
ら
蓋
あ
け
た
ら
万
更
で
な
い
盛
況
、
第

二
日
、
小
林
翁
、
二
十
分
程
見
て
い
た
だ
き
私
案
内
で
追
々
好

評
、
『
朝
日
』
も
紙
上
後
援
や
っ
て
く
れ
ら
れ
、
毎
日
香
里
か
ら

弁
当
持
ち
で
通
ひ
ま
し
た
。
つ
く
づ
く
こ
う
い
ふ
展
観
は
、
書
き

物
と
は
、
又
別
で
、
対
称
が
頗
る
広
く
、
い
は
ば
感
化、

影
響
も

頗
る
大
な
る
事
を
痛
惑
し
ま
す
。
：
・
・:
」
と
あ
る
。

終
り
に
、

此
の
度
は
懐
徳
堂
記
念
会
の
評
議
員
の
諸
先
生
方
の

ご
指
導
、
と
り
わ
け
岸
田
知
子
女
史
と
山
中
浩
之
氏
に
は
親
身
の

ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

（
大
阪
市
立
博
物
館
学
芸
課
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